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【はじめに】 

腎不全は進行すると体内の毒物を排除できなくなる回復

不能な病気であり、腎不全による透析患者数は 30 万人に迫

る。その腎不全の原因疾患であり糖尿病の次に多い腎炎の

一種として IgA 腎症は知られている。IgA 腎症患者は血中

の IgA1 濃度が高く、IgA および糖鎖不全 IgA のメサンギウ

ム組織沈着により細胞が増殖し、毛細血管が圧迫され炎症、

腎機能の低下を引き起こす糸球体腎炎の一種である。しか

し、現在では根本的な治療法はなく、炎症を抑えるための

ステロイド療法などしかない。 
IgA 腎症は原因が不明であるが、何らかの理由で糖鎖不

全 IgA1 が血液中に大量に産生され、メサンギウム細胞に

沈着することにより炎症が引き起こされると考えられてい

る。そこで本研究では、こうした IgA の沈着を抑制する技

術の開発を目的とした。実験はジャックフルーツの種子か

ら抽出でき、IgA のヒンジ部位糖鎖であるガラクトース・

ガラクトサミン配列を認識するジャカリンおよびその誘導

体を用いて、培養メサンギウム細胞に対する添加実験を行

い、メサンギウム細胞への IgA 沈着や増殖に及ぼす効果を

検証し、その有用性を評価した。 
 

【方法】 
（１）糖鎖構造の違いによる IgA 沈着 
正常 IgA1（ST-IgA1）と糖鎖不全 IgA1（T-IgA1）を HPLC

によって精製した。confluent になったメサンギウム細胞に

それぞれの IgA を添加し、24h 培養後、上澄みを回収して

ELISA 法によって IgA 濃度を測定した。そして Scatchard
解析により細胞表面上のレセプター濃度を求めた。 

（２）ジャカリンによる IgA 沈着阻害実験 
ジャカリンはジャックフルーツの種子中の水溶性分画か

ら抽出、精製した。メサンギウム細胞を 24 穴プレートに播

種し、confluent になるまで培養後、IgA およびジャカリン

を添加し、24h 培養した。その後、上澄みを回収し、ELISA
法によって IgA 濃度を測定することにより、メサンギウム

細胞への IgA 沈着率を比較した。 
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Fig.1 IgA1 構造 

【結果・考察】 
 正常血液モデルおよび IgA 腎症患者血液モデルとしてそ

れぞれ ST-IgA1、T-IgA1 を添加した実験結果の解析から、

メサンギウム細胞表面上におけるレセプター濃度は糖鎖不

全 IgA1 である T-IgA1 の方が高いことが分かった(Fig.2)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.2 メサンギウム細胞の IgA 結合性レセプター濃度 

 
 また、IgA を添加した細胞においてはメサンギウム細胞

に対する IgA 沈着率は 25.5%であった。さらに、この条件

下で阻害剤としてジャカリンを添加することによって、

IgA の沈着はほぼ起こらないことがわかった。 
 
 これは糖鎖認識能をもつジャカリンがIgAの糖鎖に結合

したために、本来レセプターに結合するはずだったIgAの

立体障害が生じ、レセプターに結合できなかったことが原

因と考えられる。 
 
 【結論】 
 IgA腎症モデルとしてメサンギウム細胞にIgAを添加し、

ジャカリンを阻害剤として用いる実験から、IgA沈着はジ

ャカリンによって抑制可能であることが示唆された。すな

わち、IgA腎症の新規治療法として期待できる可能性が明

らかになった。 
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